
 

         座間市文化協会規約 

  

（名 称）  

第１条 この会は座間市文化協会と称する。  

  

（事務所）  

第２条 この会の事務所を会長宅に置く。  

  

（目 的）  

第３条 この会は、市内の文化団体相互の連絡協調をはかり、市民の健全な文化の向上

とその振興発展を期し、もって社会に貢献することを目的とする。  

  

（事 業） 

第４条 この会は、前条の目的達成のため次の事業を行う。  

 (1) 市民文化の向上に関する方策の調査研究 

 (2) 各団体の強化と相互の緊密な連絡協調 

 (3) 各種文化行事、講習会等の開催 

  (4) 県文化団体および他市町村の文化団体との交流 

 (5) 文化に関する普及奨励等広報活動 

 (6) その他、この会の目的達成に必要な事業 

 

（組 織）  

第５条 この会は、市内に所在し、市内を統括する文化団体（以下「所属団体」とい

う。）をもって組織する。  

  

（役 員） 

第６条 この会に次の役員を置く。 

(1) 会 長  １名 

 (2) 副会長  ２名 

 (3) 会 計  １名 

 (4) 理 事  若干名 

 (5) 監 事    ２名 

２ 前項に定めるもののほか、顧問を置くことができる。  

  

（役員の選出） 

第７条 会長、副会長、会計は理事の互選又は理事会の推薦により選出する。  

２ 理事は、第５条に定める所属団体から２名の推薦された者をもってあてる。  

３ 会長、副会長、会計が選任された所属団体は、更にこれに代わる理事を推薦するも 

のとする。  



 

４ 監事は、理事会において選出する。  

 

（役員の職務） 

第８条 会長は、この会を代表して会務を総理し、役員会の議長となる。  

２ 副会長は、会長を補佐し会長事故あるときは、その職務を代理する。  

３ 会計は、この会の経理を掌理する。  

４ 理事は、この会務を掌理する。  

５ 監事は、この会の会計を監査する。  

６ 顧問は、重要事項について会長の諮問に応ずる。  

  

（任 期）  

第９条 役員及び理事の任期は２年とする。ただし、後任者が決定するまで任期は延長

され、かつ再任を妨げない。  

２ 補欠役員及び理事の任期は、前任者の残任期間とし、新規加盟団体の理事の任期

は、他の理事の残任期間と同一とする。  

  

（役員会） 

第１０条 役員会は、会長、副会長、会計によって組織し、会長がこれを招集する。  

２ 役員会は、会の運営に関する事項を審議決定するとともに、本規約に規定した事

項、その他理事会に付議する事項を審議する。  

  

（理事会） 

第１１条 理事会は、会長・副会長・会計及び理事をもって組織し、会長がこれを招集

し議長となる。  

２ 理事会は、役員会から付議された事項、その他重要事項について議決する。  

  

（理事会の成立及び議決）  

第１２条 理事会は、３分の１以上の出席をもって成立し、議決は出席者の過半数の同

意を要する。なお、賛否同数のときは議長がこれを決める。ただし、規約変更に関す

る事項は出席者の３分の２以上の同意を要する。  

  

（委員会）  

第１３条 この会に次の委員会を設ける。なお、必要に応じて他の委員会を設けること

ができる。また、委員は理事の互選とする。  

(1) 広報委員会 主に会報の発行に向けて協議する。 

  (2) 行事委員会 主に会員のつどい開催に向けて協議する。 

(3) 規約委員会 主に規約及び規程の改正が必要となった場合に協議する。 

２ 委員の定数及び任期は、委員会においてその都度定め、再任を妨げない。  

  

 



 

（経 費）   

第１４条 この会の経費は、会費その他の収入をもって充てる。  

２ 会費は理事会において定める。  

 

（会計年度） 

第１５条 この会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

 

（予算及び決算等）  

第１６条 この会の予算及び決算並びに事業計画及び事業報告は、理事会の承認を得る

ものとする。  

  

（加 盟） 

第１７条 この会に加盟しようとする団体は、次の書類を提出し役員会の審議を経て、理

事会の承認を要するものとする。  

 (1) 加盟申込書 

 (2) 規約 

 (3) 組織一覧表   

  (4) 役員名簿  

  (5) 事業計画書及び予算書 

  (6) 前年度事業報告書及び収支決算書 

  (7) その他参考となるもの 

 

（加盟条件） 

第１８条 本会に加盟しようとする団体は、次のような団体であってはならない。 

(1) 政治的、宗教的な団体 

 (2) 営利を目的にした職業的な団体 

  

（脱 退）  

第１９条 所属団体が脱退しようとするときは、脱退届を会長に提出し、理事会の承認を

得なければならない。  

２ 所属団体として不適当と認められるときは、理事会の承認を得て脱退させることがで

きる。  

  

附則  

  

１ この規約に定めのない事項は、理事会の議を経て会長が別に定める。  

２ この規約は、平成１１年５月１９日から施行する。  

３ 昭和４５年１月２４日施行の座間市文化協会規約は、この規約の施行の日をもって

廃止する。 

４ この規約は、令和６年５月２１日から施行する。  


